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タイ語の時と出来事の表現

� 峰　岸　真　琴

１．はじめに
本研究の目的は、タイ語の句末詞lɛɛwの分析を例として、「時と出来事」

の観念の表現の考察を行うことである。以下では、時の流れ上の瞬間である

「時点」と、一定の期間にわたる「時間」とを合わせて「時」と呼ぶ。

言語における「時」の表現様式の研究の前提には、Comrie （1976), （1985） 

に代表されるような動詞および動詞句の「テンス・アスペクト・モダリ

ティー」（以下では、Tense, Aspect, Modality に相当する形式類を、それぞれ

「T形式」、「A形式」、「M形式」と、これらを併せて「TAM形式」と略称す

る）という文法カテゴリーの分析がある。タイ語を始めとした東南アジア大

陸語の諸言語における孤立語の分析も、主として西洋近代語の分析を念頭に

行われてきた結果、孤立語にはT形式がないとされてきた。

Comrie （1976), （1985）のTAM形式の分析の枠組みには、発話時を叙述の

基点とするT形式が、A形式の分析（あるいはM形式の分析）の基盤である

という暗黙の前提がある。このことは西洋近代語のA形式、M形式のそれぞ

れが「現在完了形、過去完了形」「法助動詞の現在形、過去形」というよう

に、「時制の対立」を持つことにも反映している。つまり、Comrie （1976), 

（1985）の枠組みによるA形式、M形式の分析は、「発話時点」に代表される

「時」の概念を抜きには行えないのである。言い換えれば、T形式を持たな

い孤立語には主要な3つのカテゴリーのうちの1つが単に欠落しているので

はなく、残るA形式とM形式の存在についてもその根底から見直す必要があ
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るのではないだろうか。

このような問題意識の下に、本研究では、まず時と出来事の関係につい

て、フッサール（Edmund Husserl）の現象学における「生活世界」（Lebenswelt/ 

life-world）の観点から考察を試みる1。

出来事は時の流れに基づいて認識されるという通念があるが、我々の主観

においては、逆に出来事の推移の認識自体が、時の流れを「推量」するため

の間接的な根拠とされていると感じられる。あるいは「時」の概念と「出来

事」の概念は、相互に規定し合う関係にあるというべきだろうか。

本研究では、我々の主観的認識における出来事の推移と、時と出来事につ

いての自然言語の表現面との関係の具体的な考察例として、タイ語の句末詞

lɛɛwの分析を行う。

以下ではまず、主観的認識における時と出来事の関係の考察を行い、客観

的事象と主観的出来事を区別するための表記法を暫定的に導入する。この表

記法の有効性を検証するための具体的分析の一例として、タイ語の句末詞

lɛɛwの分析を行う。

lɛɛwは従来、完結相（perfective aspect）を意味すると分析されてきた。

しかし生活世界の出来事という観点から見ると、lɛɛwはT形式を前提とし

た西洋近代語のA形式の分析の枠組みにはおさまらない、「生活世界におけ

る局面の新展開」という主観的認識の表現であることを明らかにする。

1.1　本研究の方法論
本節では、時と出来事という二つの概念と、それに対する人間の認識につ

いて考察するために、客観的事象と主観的出来事との区別について述べる。

端的に言えば、客観的事象は、それを観測する人類が滅んだとしても、その

1 本稿の客観的事象と主観的認識に関する考察は、現象学における「生活世界」を
自然言語の表現面から考察する原初的な試みである。「生活世界」の概念につい
ては、野家（1994）を参照されたい。フッサール以降、現代に至るまでの現象学
の展開や、その今日的な意義については、筆者の理解は到底及ばないが、現在の
言語学における言語の記述と分析について、現象学的な観点から理論的に見直す
ことには一定の意義があろうと考える。
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事象の生起・消滅を論じることができるが、主観的出来事とは、客観的事象

について人間が主体的に捉えた「事象の見え方」を含んでいる。

例えば、地球が太陽に対してほぼ24時間で自転することは客観的事象であ

る。しかし地球上の一点にいる我々は、その事象を観測と推論に基づく間接

的知識としてしか理解できない。「ある周期をもって太陽が昇り、再び沈む

こと」が、我々が経験する主観的出来事である。際限なく繰り返されたこの

経験の積み重ねが、我々の「生活世界」および「時」の意識を形成してき

た。この「時」の意識が自然言語の「出来事の叙述」に根強く反映している

ことは、地球の自転が確実な客観的事象であるという知識が自然科学によっ

て一般化されて以降も、我々は相変わらず「日が昇る」という表現を使い続

けている事実から明らかである。

このような「出来事」の叙述とは、フッサールの現象学における「生活世

界」において生起・消滅するものに関する主観的認識の叙述である。この

「出来事」の叙述の際の自然言語の表現形式には、我々の主観的認識のあり

方が反映している。従って、人間の主観的認識のあり方を解明するために、

自然言語の具体的な表現を分析することが有力な手がかりになると期待され

る。

1.2　「時」と「出来事」に関する一考察
客観的事象としての実時間の観測と、生活世界における出来事の生起に関

わる「時」の主観的認識とは、次元を異にしている。

時刻を表示できる時計を用いて、客観的事象の生起・消滅を観測する場合

には、事象が生起した時点（Time Point）と、その事象が消滅した時点とを

観測して得られた両者の差分が「事象の生起から消滅までの経過時間」であ

る。

一方、「生活世界での出来事を主観的に経験しているに過ぎない」我々は、

実時間の経過という客観的事象を直接認識することはできない。我々に実感

されるのは「出来事の変化」から推測される「時」だけである。我々の

「時」は実時間に完全には対応しない。時刻を表示できない砂時計に例える
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と、ある局面（Phase、以下P1, P2などと表す）とそれに続く局面における容

器中の砂の量の差分に基づく「砂時計の時」の方が、我々の生活経験におけ

る「時」の実感とよく合致している。

1.3　記号体系と表記法の導入
以下では、客観的事象としての実時間Tの観測と、「生活世界の出来事」

の局面Pに関する主観的時間の認識とが、異なる次元の存在であることを明

確化するため、若干の記号を用いた表記法の暫定的な導入を試みる。この表

記法の導入は、時制あるいは発話現在時の概念を用いずに「アスペクト」に

ついての一貫した説明を行うための試みである。

一定の時間に生起・消滅する客観的事象は、一次直線で表した時間軸上の

特定の時点（T1：以下T1, T2…などと表す）を生起点とし、それよりも後の

時点（T2）を消滅点とする線分として表示することができる。線分の長さ

（［T2－T1］と表す）は、ある客観的事象が開始してから終了するまでの時間

（期間）の客観的表示である。

（1） a. Tn： 客観的事象における実時間上の時点。数直線上の点T0, T1, T2 ... 

など。

 b. ［T1－T0］：時点T0から時点T1までに経過した測定可能な時間量。

 c. ［T0→T1］：時点T0から時点T1への観測可能な時間の経過。

一方、主観的な生活世界において、ある出来事（Happening）は、必要に

応じて２つ以上の局面（Phase）に分割される（H→P0, P1, P2 ...と表す）。こ

の分割は局面間に認められる何らかの差異に基づいて行われる。

以下では「生活世界内で起きる出来事の一局面」をPで表す。Pは観察し

たり、第三者にその内容を事実として報告可能である。一方、主観的内省に

現れる「記憶、夢、未然の出来事」などの観念的なエピソードの一局面を波

カッコ{　}内の{P}で表す。{P}は主観的な認識のうちにあるが、その実在

は問題にされない。
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（2） a. Pn：生活世界で観察される出来事の一局面。P0, P1, P2 ...など。

 b. {Pn}：生活世界で想起されるエピソードの一局面。{P0} ...など。

 c. ［P1－P0］：局面P0とP1との差分、即ち局面変化の主観的認識。

   ［P1 >> P0］のように、差分が何らかの閾値を超えるほど十分大きい

場合は、差分の認識が可能。

 d.  {P0 → P1}：局面P0から局面P1への主観的変化。「変化」は局面の差

分が一定程度大きくなり、何らかの閾値を超えないと認識できな

い。

我々は、生活世界における出来事の2局面の間の差分の認識［P1－P0］を、

この「客観的事象としてのある実時間の経過」である差分［T1－T0］に比定

することによって、出来事の主観的な認識を、あたかも客観的事象の測定結

果の記述であるかのように、無自覚のうちにすり替えていると考えられよ

う。この比定による認識のすり替えを （3） のように表すことにする。

（3）  ［P1－P0］ ≃ ［T1－T0］：主観的出来事の「時」と客観的事象の「時」の

すり替え。

実在と感じられるPであっても、観念的なエピソード{P}であっても、と

もに「対比、類推、推論」といった心的活動の対象になるため、以下の （4） 

のような操作が可能である。

（4） a.  ［{P0} → P1］：局面P1の認識から逆算して、先行する局面{P0}からP1

への主観的変化が起きたと推定すること。

 b.  ［P1→P2］：既に認識された局面P1からの展開として、新たな未然の

局面P2への主観的変化が起きると推定すること。

常に大量の体内外からの情報の洪水に晒されている人間には、（2） c, d で
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触れたように、ある瞬間における［P1－P0］が十分に大きくない場合はそれ

を無視し、大きい場合はそれを重要な「変化」として認識上の焦点とする特

性がある。

以下の （5） は、局面{P0}が潜在的にさえ存在しない点で、（4） の特殊な場

合であると考えられる。ある出来事が生じている局面Pに対して、その出来

事が生じていない局面を¬Pで表すと、¬Pという局面から、Pという局面へ

の展開の認識は、「前提ゼロからの発見」という心的な認知活動における重

要な認識である場合に生じる。この 「発見」 の認識を、新規の記号表現「//」

を用いて（5） b. のように表すことにする2。

（5） a. ¬P：局面Pが生じていないこと。

 b.  ［¬P // P］：まだ局面Pが生じていない局面 （¬P） から、生じた局面P

への新展開を「発見」すること。

以上の記号と表記法について、§2以下でタイ語の時と時間の表現を取り

上げて、その有効性を検証することにする。

1.4　タイ語 の言語類型上の特徴
タイ語は、形態類型上、名詞・動詞などの語形態が変化しない孤立語であ

る。統語上、「主語＋動詞＋目的語」、および「名詞＋形容詞」、「助動詞＋動

詞」、「前置詞＋名詞」を基本語順とする。

さらに本稿で取り上げる「時・出来事」の表現に関わる情報構造上の特徴

として、主題卓立型言語（topic prominent language）であるという特徴があ

る。タイ語では文頭に主題が置かれ、それについて何らかの叙述がなされる

場合、特別な主題標識を必要としない3。

2 §2.1.3で述べるように、「発見」は、Boonyapatipark （1983） の「変化あるいは新状
況の認識」という観察の「新状況の認識」に相当するものである。

3 特に主題を転換したり、明示したりする場合には、迂言的な主題標識を用いるこ
ともある。例えば、特に対比的な主題の場合、rɯaŋ（話）を主題を表す名詞に前
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主題には、その指示対象と先行文脈によって、特定の対象へと向かう「指

向 （aboutness） 機能」、「対比 （contras） 機能」、「前景化 （foregrounding） 機能」

などの機能があるが、時の表現と関わる機能としては、主題である時間詞が

後続の叙述の時間的背景を設定する「場面設定 （scene-setting） 機能」が注目

される。

タイ語の発話 （文） に現れる「時」および「出来事」の表現に関わる形式

は、A形式、M形式に対応する形式を含む機能語類と、時を表す名詞類 （時

間詞） および動詞類という実質語類とに二分される。ただし動詞以外の要素

の出現は選択的であって、義務的ではない。

２．時と出来事の表現形式の概要
本研究では、タイ語の時と出来事の表現の分析に「層」（layer）という概

念を導入し、時と出来事の表現が機能語からなるA層、D層、F層の3層と、

実質語からなるT層、V層の2層とに現れると仮定する4。

各層を構成する形式とそれぞれの意味は、およそ次の通りである。ただし

各層の名称は暫定的なもので、今後の検討を要する。

A層  ［連用限定詞］：いわゆる「助動詞」の層。出来事の「起動・開始の

様態」を表す。

D層  ［方向動詞］：空間移動・所在を表す方向動詞 （Directive verb） の一

部からなる層。「時間の経過あるいは継続」を表す。

置して、「～については、～の話は」のように主題を明示することもある。タイ
語の主題については峰岸&ウィッタヤーパンヤーノン （2019） を参照されたい。

4 本研究でいう「層」概念について詳述することはできないが、複数の版木を重ね
て多色刷りの版画を作るように、時の概念が多層的に表現されると考えておく。
例えばD層の方向動詞pay（行く）（来る）は、A層でもモダリティーを表す。こ
のように空間直示から時間直示、さらには心理的ウチソトの直示表現へと意味が
拡張される場合、形態統語レベルでのスロット的記述をすると、全ての位置に共
通する基本的な直示性は間接的にしか記述できなくなるという問題がある。これ
らを「同一層にある」と記述することで、この問題を回避できないか、さらに検
討すべきである。
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F層  ［句末詞］：句末詞 （Final Particle） lɛɛw, lǝǝyなどからなる層。「出来

事の局面開」を表す。

T層 ［時間詞の層］：主題位置にある時間詞の層。時間場面を設定する。

V層 ［動詞の層］：単独の動詞および動詞連続 （Serial Verbs） からなる層

T層の時間詞は、§1.4に挙げた主題機能を担う。

V層の動詞は、それ自体が語彙的なアスペクトを持つとされる。動詞はA

層、D層、F層あるいはT層と共起する場合だけでなく、動詞単独で出現する

場合（複合動詞を含む）もある。さらに、動詞連続として出現する場合は、

「出来事の開始と終了との対比・様態」を表す場合もある。本稿では主にF

層、T層およびV層の分析を行う。

2.1　句末詞 lɛɛw の分析
以下では、§1.3で導入した表記法の有効性を検証するための具体的分析の

一例として、タイ語の句末詞lɛɛwの分析を行う。

F層（認知・談話レベル）の句末詞 lɛɛw は、元来「完了する」の意味の本

動詞が文法化したものである。lɛɛwは句末（文末）に現れるだけでなく、文

頭の接続詞「そして」を始め、文の接続を表す多様な慣用句にも現れるが、

いずれも本稿でいう「局面の新展開」あるいは「視点の転換」（例：nɔɔk3 = 

caak2 = nii4 = lɛɛw4「この他に」など）の意味をもつ点で、文頭あるいは文

末という統語上の出現位置に関わらず、同一のF層に現れると考える5。

Iwasaki & Ingkaphirom （2005: Ch.12） はアスペクトの記述でlɛɛwを取り上げ

ている。同書はComrie （1976） の定義に従って、完結相 （perfective） を「状況

を外側からみて、一つの完全なまとまりとして見るアスペクト」と定義し、

完了相 （perfect/anterior） を「現在の状況を特定の状況との関わりにおいて見

るアスペクト」と定義している。その上で、lɛɛwに完結のlɛɛw1と完了

（perfect/anterior）のlɛɛw2とを区別し、前者は動作動詞の示す出来事と次の出

5 ləəy（過ぎる）については未検討であるが、暫定的にF層に属すると考えておく。
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来事の前後関係を表し、後者は「そうでない状態からそうである状態への変

化の臨界点を表す」としている。特に後者の分析は、Boonyapatipark （1983: 

159） の「変化あるいは新状況の認識」という、母語話者としての観察とも

一致する点が注目される。

lɛɛw1が「完結・前後関係」を、lɛɛw2が「完了・変化の臨界点」を表すと

いうIwasakiらの分析は、中国語の動詞の後に置かれる動態助詞「了1」と文

末の語気助詞「了2」の分析に倣ったもののようである。しかしComrie 

（1976） の定義では「完結」と「完了」は異なる意味をもつため、なぜこの

ような両義性を持つのかについての説明が必要である。また、タイ語で完了

相に相当するのは、むしろD層の方向動詞のうち、時間の経過を直示的に表

すmaa （来る）、pay （行く） および時間的継続を表すyuu （いる） である。両者

とlɛɛwの意味の違いについても明らかにすべきである。

本稿の分析では、Iwasakiらのlɛɛwの2つの意味の違いは、両者の出現環境

によるもので、「ある出来事の局面（P1）から次の局面（P2）へと展開した

（あるいはさらに次の局面（P2）へと着実に展開する）という認識」を表す、

認識レベルの標識であると考える。

一方、§2.2に述べるように、タイ語では完結相の標識としてlɛɛwを用いる

ことはない。完結相は、時間詞と動詞の単独形とを用いて表す。

以下では、従来の分析を修正すべき根拠となる例文を中心に分析する。今

後、中国語「了」との相違の分析をすることを念頭に、タイ語に対応する中

国語の例文として、主にChao （1968） の「了 （le1/le2）」の例文を選び、「趙 

-le1」などと記してChao （1968） の説明の概略を「　」内に、簡体字化表記

を【　】内に示す。また、本研究のために新たに追加した黄海萍氏による中

国語訳には「（黄）」と記して簡体字表記を【　】内に示す。

2.1.1　「新局面への展開」の lɛɛw

タイ語では現在の完結した出来事にlɛɛwは不要である。出来事Hが対比的

な局面P1と、それに後続する局面P2と見なされるようになると、両者の差分

［P2－P1］から推量されるP1から新局面P2への展開［P1→P2］）を表現するた
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めにlɛɛwを用いる。以下の例文では声調（中平、低平、下降、高平、上昇）

を、それぞれ音節末音に1から5の数字をつけて表す。

以下では、丸かっこで括られた語句は、選択可能な語句であることを示す

が、選択するかしないかによって、文の意味が異なる。

（6） chan4 pen1=wat2 (tɛɛ2 　haay5　lɛɛw4)

  私 風邪をひく  逆接　治る　 展開

 私は風邪を引いたが、もう治った。cf.（黄）【我感冒了。（现在已经好了）】

（6） は、Iwasaki & Ingkaphirom （2005） の「完了・変化の臨界点」を表す

lɛɛw2の典型例に相当する。

単に「私は風邪を引いた」という独立した出来事Hを述べる場合はlɛɛwを

用いない。しかし、「風邪を引いた」という以前の局面P0があって、それか

ら「今はもう治った」という新局面P1へと展開したことを表す場合（［P0 → 

P1］）は、後続する局面P1にlɛɛwを用いる。

次の （7） は、前件の局面P0が明示されずに含意 （以下、 「含意」 はimplicature

であり、entailmentではない）されている例であると考えられる。

（7） （ŋan4）  　chan4　may3　pay1　（lɛɛw4）

 ［接続：それなら］　私　　 否定　 行く　  展開

 それなら私は行きません。

 cf. 趙 -le2 「状況を示す結果節」 【那我就不走了。】 

（ŋan） および （lɛɛw） がない場合、即ち 「私は行かない」 という独立した出

来事 （H） の叙述である。一方、ŋanおよびlɛɛwがある場合、「行こうと思って

いる」という先行する局面{P0}が記憶にあったが、例えば何らかの新しい情

報を得るなどの状況の変化によって気が変わり、「それなら、やっぱり行か

ない」P1という新局面への展開［{P0}→P1］が生じたことを含意している。

以上の例から、lɛɛwの使用・不使用には、以下のような条件があると考え
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られる。

（8） a.  単独の事実の表現：出来事を単独の事実として語る場合は、動詞単

独形で表す。

 b.  局面の展開の表現：ある局面P0が先行し、P0から新局面P1への展開

［P0→P1］を認識して語る場合は、lɛɛwを使う。

 c.  潜在的局面の展開の表現：ある局面P1について、それ以前の潜在す

る主観的な局面{P0}を念頭に置き、そこから新局面P1への展開

［{P0}→P1］を想定して語る場合は、lɛɛwを用いてその潜在的局面

の存在を含意する。

2.1.2　「確述」の lɛɛw

（9） は「確述のモダリティー表現」というべきものだが、 （8） c の潜在的局

面の含意の表現と同様の表現であると考えられる。

（9） may3　mii1　 aray1　　　 dii1    kwaa2    nii4   （lɛɛw4）

 否定　 有る　不定：何］　良い  ～より  これ   完結

 これより良いものなどありません！

 cf. 趙 -le2 「明らかな状況」【再好没有了！】

（6), （7） と同様に、「これより良いものはない」という事実Hを述べる場合

はlɛɛwを使わない。一方、叙述の内容が確実であることを強調する表現の場

合は、この事実を述べる局面P1に先立って、「より良い何かがないかを内省

して探索しても見つからない」という局面{P0}が潜在的に存在していて、

「やっぱり、これより良いものはなかった」と確信する局面P1だけが表現さ

れている。言い換えれば、［{P0}→P1］の展開がlɛɛwによって含意されてい

る。
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2.1.3　「発見」の lɛɛw

（10） は、バス停でバスを待っていて、「バスが来るのが見えた」という新

しい事態の認識、「発見」を表す例であるが、Iwasaki & Ingkaphirom （2005） 

の「完了・変化の臨界点」を表すlɛɛw2の例に相当する。これも、 （8） c の例

であると考えられる。

（10） rot4-mee1　maa1 （lɛɛw4）

 バス 　来る　  完結

 バスが来た！　cf.（黄）【公交车来了！】

（7), （9） と同様に、「バスが来る」事実を述べるにはlɛɛwは不要である。

一方、バス停でバスが来ない時間、バスを待つ局面P0は、言明されてはいな

いが現実の局面である。P0からバスが見える新局面P1への展開が成立した時

点でlɛɛw が用いられる。［P0→P1］は、明言されない現実である局面P0を含

意する6。

（10） は「バスが来るのは見えたが、まだバス停までは到着していない」

という場面であっても用いることができる点で、（10） は過去でもないし、

厳密には完了相（perfect）とも呼び難い。

2.1.4　「促し」の lɛɛw

（11） は、電話の話が長くなったので、そろそろ話を切り上げたい場面で

の発言である。lɛɛwだけでなく、句末助詞 naʔ が必要である。

（11） waaŋ1 = say5　　lɛɛw4　　 naɁ

 電話を切る　　  完結　　  終助詞：促し

 もう電話を切るからね！　cf.（黄）【挂电话了／吧。】

6 より厳密に表現すれば、「バスを待っていてバスが来た」場合は［P0→P1］であ
るが、「バス停に通りかかったら偶然バスが来た」場合は「前提ゼロからの発見」
［¬P // P］である。



― 359 ―

日本語では「電話を切ったよ」とは言えないが、話し手の気持ちを表現す

るならば、「切るよ」よりも「切るからね」と促していると言えよう7。

新局面への展開の観点からは、話し手が現在電話中である局面P1にありな

がらも、「もう話は終わりにする、電話を切って、食事する」などの、後続

する未然の新局面{P2}に展開することに心が移っていると説明できよう。

［P1→{P2}］は、未然の新局面{P2}への展開が想定されていることを含意す

る。

2.2　T 層：時間詞と V 層：動詞による完結の表現
タイ語では時間詞と動詞の単独形（A層、D層、F層の形式を伴わない場合）

を用いる場合、（a） 時間詞を主題にして時間の場面設定をして出来事を叙述

するか、（b） 叙述内容の一部である出来事の生起した時間を焦点化して述べ

るかによって、語順が異なる。タイ語の情報構造については峰岸（2019a, 

2019b, 2019c）を参照されたい。

主題の時間詞とともに動詞の単独形を用いることで、過去の独立した出来

事の表現、すなわち完結相の表現となる。ともにlɛɛwは不要である。

（12）a. tɔɔn1=chaaw4  mɯa3=waan1　chan4  khian5  cot2=maay5 saam5 chabap2

      朝　　　　　昨日　　　　  私　　書く　手紙　　　三　　通

 昨日の朝、私は手紙を3通書いた。cf.（黄）【昨天早上、我写了三封信了。】

 b. chan4  khian5  cot2=maay5  saam5 chabap2 tɔɔn1=chaaw4 mɯa3=waan1

      私　  書く　  手紙　　　 三　　通　　  朝　　　　　昨日

 私は昨日の朝手紙を3通書いた。cf. （黄）【昨天早上、我写了三封信。】 

タイ語の動詞の単独形は、先行文脈によって「自然法則、個人の習慣」な

ど、「一般に起きる可能性のある出来事」、「現在起きている出来事」、「既に

7 市場の日本語で「安いよ、 （さあ） 買った、買った！」と言えるのも、売り手の内
心で［P1→{P2}］への展開が既に生じているとも言える。
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起きた出来事」のいずれも表す可能性がある。これらは日本語の動詞終止形

や英語の直説法現在形と同様の、いわば「話し手にとって経験可能な出来

事、あるいは既に経験し、これからも現実として起こりうる出来事」の意味

を持つとまとめることができよう。

時間詞の機能を考える上で、年表について述べておきたい。

「年表」は、過去の独立したひとまとまりの出来事の典型的な表現である。

年表では、過去の一時点の表現に動詞の単独形が後続する。タイ語や中国語

だけでなく、日本語、英語、フランス語などでもこの表現形式が一般的であ

るが、これが完結相に関連して分析されてこなかったのは、アスペクトを

もっぱら動詞の文法カテゴリーと定義したために、時の名詞が時間を表現す

るという当然の事実に注意が払われてこなかったためではないだろうか。

3. まとめと考察
自然言語を用いて時について言語的に表現することは、「出来事」に関わ

る話し手の主観的表現と密接に関わっている。「出来事」とは、人間の主観

で捉えた「事象」 （event） のあり方の見え方の表現を含む。自然言語は、客

観的事象よりも、むしろ主観的出来事を表現する機能を持っている。

本研究では、客観的事象とフッサールの「生活世界」における「時」と

「出来事」の表現とを区別するために、一連の記号および表記法の試験的導

入を試みた。この表記法の導入は、時制あるいは発話現在時の概念なしに

「アスペクト」についての一貫した説明を行うために必要であると考えて

行ったものである。

この表記法の有効性を検討するために、タイ語のF層の句末詞 lɛɛw の分析

を行った。その結果、従来完結相とも完了相ともされてきたlɛɛwは「ある局

面P1から新局面P2への展開を表す」と、一貫して分析することができた。

本稿では詳しく論じることができなかったが、タイ語の時と出来事の表現

は、A層、D層、F層、T層、V層によって、多層的に表現されているのでは

ないかと考えられる。その根拠として、層による時と出来事の表現の役割分

担が考えられる。
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A層の連用限定詞のうち、A形式には、「未然」、「将然」、「開始」、「進行」

など、出来事が一見多様な意味を持ちながらも、「終了」相がないという特

徴がある。一方で終了相は、V層の動詞連続 V1+V2のV2で表現されるのであ

る。

T層の主題の位置の時間詞は、単独の動詞とともに現れる場合、「出来事

をひとまとまりのものと見て表現する」完結相の定義に合致する意味を表

す。TAM形式の議論で重視されてこなかった年表については、孤立語に限

らず、西洋語を含む多くの言語で「年および動詞単独形（直説法現在形）」

が用いられているという普遍性に注目すべきであろう。
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